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これまで研究代表者は、児童養護施設等入所型児童福祉施設におけ

る児童同士の性暴力について調査研究、実践を行ってきた。その中で、性

暴力の背景には加害児の特性だけではなく、施設のシステムや施設集団

の力動が存在していることを一定明らかにしてきた。多くの加害児童は、児

童自立支援施設等に措置変更されるといった表面的な解決に留まってい

る。また、中には児童自立支援施設においても再び性的な逸脱行動を呈

し、少年院などの矯正施設に送致されるなど、児童の最善の利益を念頭に

置いた措置となっているかどうかは大きな疑問である。全国の児童自立支

援施設に入所する児童の 1/4 は児童養護施設等からの措置変更である

ことを考えれば、児童間性暴力の加害児童も含めて措置変更児童が、社

会的養育という枠組みの中で切れ目のない「連続線上の支援」を受けるこ

とが必要不可欠である。本研究においては、このような「児童間性暴力」と

「措置変更」という２つのテーマ（課題）について、その実態を明らかにした

上で、児童への切れ目のない支援を実現するために、児童自立支援施設

を中心に関係機関も含めた実践モデルを策定したいと考えている。 

選考委員からの 

コメント 

本研究テーマである「措置変更」と「児童間性暴力」の問題は、児童福

祉の現場では長年認識されていたものの、研究としては十分に手が付けら

れてこなかった。本研究においては、量的調査に加えて、半構造化インタビ

ューによる質的調査によって「切れ目のない支援実践モデル」の構築を目

指している。本研究の成果がわが国の児童福祉の質的向上に寄与し得る

ものと期待が持てる。 

 


